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ディープラーニングの現状
　AI は1956年からある学問で、要は
人間と同じ知的な処理能力を如何に
して実現するかという学問分野です。
これまでもブームがありましたが、今
は第 3 次ブームと言われています。
AI にはあらゆるアプローチがある中
で、ディープラーニングという技術は
2012 年から始まり、AI が必要とされ
る世の中になる原動力となったと言え
ます。JDLA は、AI の中で最も活用
され圧倒的な成果を出しているディー
プラーニングを、もっと産業の中で
活用していくべきだと考え、団体を設
立しました。
　現在、日本でも企業での技術導入
が始まっていますが、アメリカや中国
はこの技術をどんどん取り入れてい
て、日本は大きな差を付けられてい
ます。だからこそ社会への実装を急が
なければいけないと考えています。
　今は AI が人間の知能を超える分
野が出てきています。わかりやすい例
として「アルファ碁」というコンピュー
タ囲碁のプログラムの話は聞いたこと
がある先生も多いのではないでしょう
か。また、画像認識の技術は、さまざ
まな業界・業種で実装が進んでいま
す。これまでも存在していたパソコン
やカメラにディープラーニングを導入
することで画像を理解して識別するこ

とができるようになり、様々な分野で
活用され始めています。

AI人材のニーズは
　内閣府の昨年のレポートによると、
AI人材は50万人足らないと言われて
います。有識者会議では、リカレント
教育で 25 万人、学生の教育で 25 万
人を育成する計画が立てられていて、
一つの目標になっています。また、
JDLA が運営している G検定、E資格
では、合格者は 3 万人、受験者は 4 万
人を超えましたが、この数字がまさ
に人材ニーズを表しています。大手企
業では全社員が G検定合格を目指す
ところも出てきています。一方で、受
験者の分布をみると首都圏に集中し
ていて、地方の受験者は非常に少な
いです。地方の企業に聞くと、AI は
東京のものという意識があるようで
すが、地方でこそ AI を活用して輝い
てもらいたいと思っています。地方に
は良い企業が沢山あるので、地域の
データを活用して地域課題に取り組
めば、成果を出せると思います。

専門学校へのメッセージ
　I T 系の専門学校が沢山あります
が、プログラミングを学ぶ学生さんは
もっと社内のシステムを担当するビ
ジネス人材になるとよいと思います。

SIerに就職する道だけではなく、一般
企業の中で活躍してもらうと日本企業
のAI導入も進むのではないでしょうか。
　専門学校はカリキュラムの作り方が
早いですし、地域産業と連携されて
いる学校も多いと聞きます。JDLA が
ジェネラリスト人材と呼んでいる、課題
に合わせて適切な技術を選択できる
人材や、技術を実装できるエンジニア
人材のニーズはますます高まっていき
ます。AI は決して難しいものではなく、
実装についてはライブラリ等使えるも
のが沢山あります。専門学校の存在意
義を示すためにも、是非AI、特にディー
プラーニングを活用・実装できる人材
の育成を全国で展開して欲しいです。
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地方でこそAI 教育とAI 導入の推進を

地域におけるAI人材育成は専門学校に期待
AI人材ニーズが高まる中、情報系の専門学校においても、この数年でAI学科、AIコースを設置す
る学校が増えている。AI推進の原動力となり、最も成果を出しているディープラーニングについ
て、一般社団法人日本ディープラーニング協会（以下、JDLA）理事／事務局長 岡田隆太朗氏に
お話を伺った。
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岡田隆太朗 氏
2017 年、ディープラーニングの産業活用促進を目的
とした（一社）日本ディープラーニング協会設立に伴
い、事務局長に就任。2018 年より同理事兼任。

JDLA は TCE 財団の活動目的に賛同します。

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
Ａ
Ｉ
人
材
の
育
成
に
専
門
学
校
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
？

特
別

画
企



2

専門学校と経営 通
信 No.09 　2020 年 10 月発行（年 4 回）

■本誌記事内容に関するお問い合わせ
【専門学校と経営】事務局

〒105-0003　東京都港区西新橋 2-9-6  ヤノデンビル 6F  （株式会社ビーアライブ 内）
［TEL］ 03-3597-1885　［Mail］ setten-info@sgec.or.jp　［URL］ https://setten.sgec.or.jp/

協力：一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団（TCE 財団）事業部事業課 検定試験センター

●【専門学校と経営】は、TCE 財団の検定事業（J検・B検）と連携して、専門学校の産学連携を促進する様々な取組について情報発信しています。

https:// jken.sgec.or.jp/URL

https://bken.sgec.or.jp/URL

ディープラーニング教育研究会　第１回サミット開催

お問い合わせ

zoomミーティングで開催された第 1 回サミット

秋田コア ビジネスカレッジ
高橋翼さん

船橋情報ビジネス専門学校
及川美桜さん

倉敷ファッションカレッジ
渡邉愉民さん

　専門学校を対象とした「ディープ
ラーニング教育研究会」の第 1 回サ
ミットが、8 月 27 日にオンライン開
催されました。本研究会は、全国の
IT 系専門学校が連携し、今後求めら
れる AI 技術者について情報交換す
る会で、一般社団法人日本ディープ

ラーニング協会（JDLA）の協力の元
に発足しました。AI に関する業界動
向や、AI 人材に求められるスキルに
ついて、企業・団体からの情報を会
員向けに提供していきます。
　 第 1 回 サ ミット は 26校 か ら50
名以上が参加。キーノートとして、

JDLA 事務局長 岡田隆太朗様にお話
しいただいた後、オンラインパネル
ディスカッションを JDLA 認定事業
者の 3 社の方にご参加いただき、学
校からのパネリストと共に討論を行
いました。尽きない議論に次回の開
催が期待されています。

ディープラーニング教育研究会 事務局
（株式会社ビーアライブ内）

Mail　info@b-arrive.jp　　
TEL　03-3597-1885

当研究会事務局は、TCE 財団の活動に賛同します。

　第 8 回 「専門学校生対象 Spring & Summer 2020 Ｔ
シャツデザインコンテスト」の最優秀作品が発表され
ました。今回は 737作品のエントリーがあり、その中
から25作品が T シャツ製品となって発売。最も売れた
上位 3 作品が最優秀賞を受賞しました。また、最優秀
学校賞は秋田コア ビジネスカレッジが受賞しました。

専門学校生対象 Spring & Summer 2020
Ｔシャツデザインコンテスト

最優秀作品決定！

主催：株式会社ジーンズメイト
お問い合わせ：【専門学校と経営】事務局

お問い合わせ：e 講師オンライン事務局（株式会社ビーアライブ内）
Mail   info@ekoushi.online　   URL   https://ekoushi.online/

ビーアライブは、TCE 財団の検定事業に賛同します。 ジーンズメイトは、TCE 財団が運営する J 検・B 検を応援します。

　今年 7 月にオープンした e 講師オンラインは、様々
な分野の講師が続々と登録されています。with コロナ
時代だからこそ必要な Web 会議ツールの活用スキル
は日本マイクロソフトに、キャリア教育は現在マイナ
ビのイベントで大人気の講師に依頼できます。その他、
AI やドローン、e スポーツの講師も。ビジネスの第一
線で活躍されている方の講義は、学生たちに多くの刺
激を与えると思います。未登録の分野やオープンキャン
パスの特別講演に著名人の手配も行っています。

「e講師オンライン」
各分野の講師が続々登録！

学校会員 入会受付中！
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